
○引き続き、学校での取組を学校ホームページ等
で紹介する。
○今後もＰＴＡと協力し、また学校評議員・学校
関係者評価委員等外部からの提言も大切にして教
育活動を充実させる。

評価基準　Ａ：十分達成〔90％以上〕　　Ｂ：概ね達成〔80%程度〕　　Ｃ：変化の兆し〔60%程度〕　　Ｄ：まだ不十分〔50%程度〕　　Ｅ：目標・方策の見直し〔40%以下〕

○ＰＴＡ、同窓会等とも協力して、地域
活動へ積極的に参加し、地域から期待さ
れる学校づくりを進める。

○書道部・吹奏楽部が地域イベントに参加しパ
フォーマンスや演奏を披露した。

○運動部を中心に、ＰＴＡと連携して地域の清掃
活動を行った。（26年度112名参加）

○ＰＴＡの協力をいただき、学校行事や部活動の
大会成績等を学校ホームページへ随時掲載でき
た。

○地域活動に積極的に参加することで、地域から
の信頼を得ている。

○ＰＴＡ等と連携した活動が充実する。

○活動の状況を随時ホームページに掲載・更新
し、取組を地域住民に積極的に発信する。

○今後も生徒に呼びかけ、合同清掃活動への参加者を増や
す。
○学校のホームページに基本情報を掲載する。
○校外に向けての情報発信を充実させるための委員会等の
設置を検討する。
○ホームページの更新のために部活動・学年・分掌等が協
力し、積極的に情報提供をする。

○学校行事等機会あるごとに学校ホームページに
記事を更新し、更新回数では既に昨年度を上回っ
た。
○台風の影響もあり日程の変更等もあったが、生
徒会執行部・各部活動を中心に生徒が積極的に学
校周辺清掃に参加した。 Ｂ

○27年度より英語教育で新たなスクラム教育を実施。
○10月の授業参観週間に各教科で研究授業を実施。
○中学３年生夏季学習会を４日間実施(71名参加)「高校
教員の解説は分かりやすかった」（91%）
○中学１年生土曜日学習会を５～12月に計８回実施
（163名参加）、教材を中高の教員合同で検討「学習習
慣が身についた」（67%）「学習意欲が高まった」
（63％）
○スクールプロジェクトを９～12月に計９回実施～小学
生32名、高校生延べ153名、大学生４名参加…小学生と
うまくｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝがとれ、楽しく、来年もやりたいとい
う高校生が多かった。
○鳥取大学教官による出前授業を理科で３日実施
○外部講師による英語多読授業を２回実施
○10月に２年生が大学・専門学校を訪問。
○11月に１年生が地元企業を訪問（７社）。

○中高で連携した学力向上の取組（英語多読等）
が充実する。

○中高の教員の授業交流・研究交流が充実する。

○小学生との交流事業への参加者が小学生・高校
生とも増加するとともに、内容が充実する。

○島根大学・鳥取大学・鳥取環境大学をはじめと
する大学との連携（出前講座・職員研究等）が深
まる。

○進路目標を早めに決めさせるように今後も大学訪問や企
業訪問を実施する。
○夏休み中のオープンキャンパスへの参加を広く生徒に呼
びかける。
○今年度から授業内に英語多読の授業を実施するので、で
きるだけ多くの生徒が興味を持って選択してくれるように
年度当初から多読授業の魅力を伝える。

○小・中・高・大の連携に学校として取り組み、
生徒の意識向上の面で効果を上げている。
○中学生対象の学校参観（7月下旬実施）アンケー
ト結果より「説明よくわかった（98％）」「境高
の雰囲気が良い（98％）」「境高を受験したい
（89%）」
○中学３年生夏季学習会（8月上旬実施）アンケー
ト結果より「満足した（96％）」「学習意が欲わ
いた（95%）」「解説よくわかった（96%)」
○外部講師による英語多読授業を２回実施ずみ（8
月下旬～9月上旬）
○進学希望者にはオープンキャンパス等上級学校
への具体的な関わりを、また、就職希望者には応
募前企業見学（のべ約20回）等を進めた。

Ａ

○大学訪問　１年10月8日　２年10月20日実施予定
○企業訪問　１年11月10日実施予定
○スクールプロジェクト（10年目）、中学１年生
土曜日学習会（2年目）実施中
○スクラム教育研究授業（小中高で）５回予定
○英語多読授業（１年目）の定着を図るため生徒
の意識づけ・読書指導をさらに強化する。

○定期考査前だけでなく家庭学習時間の確保につ
いて検討し、効果が上がる対策を進める。
○１・２年担任の進路判定会への参加は１０月現
在できていないが、今後の進路判定会には参加で
きるよう工夫する。
○引き続き小テストや週明けテストを行い、基礎
力の定着、上位層の学力伸長をはかる。不合格が
続く生徒、課題未提出者に対しては粘り強い指導
を継続する。

３．部活動などの教育
　　活動の振興

○個々の能力や適性を発揮し、多くの部
活動が全国大会等で活躍することで、学
校の活力を高める。

○全国大会出場 運動部24名 文化部50名
○外部指導者委嘱 運動部9名 文化部5名（26年
度）

○全国大会へ100人以上の生徒が出場する。

○部活動を通じて集団意識が高まる。

○多くの部活動が活躍することで、学校・生徒の
活力が高まる。

○大会の結果のみではなく、授業への取組や部室清掃への
取組など、学校生活全般にわたって働きかけ、成長を望む
ことが必要である。
○施設・設備の充実や外部指導者の招聘により、部活動に
しっかり取り組める環境づくりをより一層推し進める。

○多くの部活動では、懸命な活動や熱心な指導に
よって、集団意識の高揚や学校・生徒の活力の高
まりが見られる。
○9月末時点で全国大会出場者は70人。（ハンド
ボール ヨット 陸上 吹奏楽 写真 将棋）

Ｂ

○体育館等校内設備の必要な工事に順次取りかか
り、安心して部活動等に取り組める環境づくりを
進める。

○小・中・高・大の連携により、人的交
流や授業連携・研究交流を充実させ、教
育活動の活性化を図る。

＊教科でつながる「鳥取発スクラム教
育」

＊スクールプロジェクト
　（小学生との交流事業）

＊中高連携学力向上プロジェクト

○３年間を見通した指導により、家庭学
習の習慣を確立させる。

○家庭学習時間(26年11月調査)
平　　均　１年:142分　２年:144分　３年:146分
習熟平均　１年:256分　２年:208分　３年:255分
２時間以上 １年:51％　２年:54％　３年:52％
○「家庭学習＝定期考査前」の傾向があり、この
意識の改善が必要である。

○生徒が進路意識を高め、各自の進路目標を早期
に設定し効果的に取り組ませる。

○生徒の50％が家庭学習を１日２時間以上する。

○教員の進路勉強会なども実施（進路判定会への１・２年
担任の参加を可能に）する。
○学習・部活動について、メリハリのある生活ができるよ
うに、継続的に指導する。
○今年度も年間予定表に従って週明けテストを実施する。

○ほとんどの生徒は家庭学習時間が不足してい
る。
○週末課題・宿題を課し学習時間を確保・習慣化
を促すように努力した。
○授業ノートの点検等日常の学習活動もチェック
しその都度指導を重ねてきた。

Ｃ

○授業評価(26年12月調査)〔思う＋そう思う〕
　「授業の内容が理解できる」85%
　「興味・関心のわく内容である」76%
　「授業に総合的に満足している」86%
○生徒の実態に即した授業を目指して、各教科担
任がよく工夫・努力している。

○目的別クラス編成や生徒の進路目標に応じた授
業を工夫し実施する。

○生徒の学習理解度が向上する。

○目的別クラス編成や生徒の進路目標に応じた授業を今後
も継続して工夫していく。
○多様化する生徒に合わせて、学校内における教材研究の
時間を確保する。
○家庭学習（課題）の取組みを成績に反映させる。
○生徒の実態に応じた小テスト・課題を実施する。

○各教科担任は創意工夫をし、熱意を持って取り
組まれている。
○クラスに応じた授業内容、進度、テストで行え
ている。
○ジグソー法やグループ活動を授業で実践し言語
活動の充実を図ってきた。
○実験・実習等、あるいは新型プロジェクター等
の活用を行い、生徒の興味関心を高めてきた。
○学力不振者に対する指導は十分できていない。

Ｂ

○授業の効果・成果を確かめ、言語活動の充実等
を盛り込んだ授業づくりを進める。
○生徒の授業態度等で気になることがあれば教科
会等ですぐに対応を講じる。
○必要に応じて個別の指導（指名講習等）の充実
を図る。

○日常的な生徒への声かけを継続し、環境に対す
る意識づけを促す。
○環境委員が積極的に活躍した。27年度後半は生
徒自らが主体的に指導できるよう工夫する。
○ゴミ排出量・電力消費量とも27年度前半総計で
は昨年度に比べて押さえられている傾向がある。
27年度後半も引き続きゴミの分別や紙資源の再活
用、電力無駄遣い減少等を強化する。

２．学力向上による
　　進路実現

○授業研究を進め、希望する進路実現に
繋がる学力を引き上げる。

○11月進研模試全国偏差値50以上人数
１年:国38,数18,英28 ２年:国39,数36,英26　３
年:国13,数 8,英16（以上26年度）
○授業や講習で模試対策はなされているが、結果
についての反省・分析が不十分である。
○各教科で研究授業を実施し、授業改革に努め
た。

○全国模試において、国語・数学・英語の各教科
で全国偏差値50以上の生徒が40人以上いる。

○模試結果の分析・共有・活用を押し進める。
○１年次に中学校の学習内容の定着を図る期間を設定し、
学力の積み上げを徹底する。
○何のために進学するのか、そのために努力するとどんな
いいことがあるのか、何をすべきかを喚起させるキャリア
教育を適宜実施する。

○模試結果については各学年の各教科で把握する
程度であり、教科内で分析・活用は出来ていな
い。
○３年生の模試結果は芳しくなく、目標の数値達
成は難しい状況である。
○大学等一般入試まで耐えうる学力が身について
おらず、安易に推薦入試にシフトする点は懸念さ
れる。

Ｃ

○１・２年次の家庭学習習慣を定着させる。
○進路先が未決定の３年生に対する指導に留意す
る。特に、進路方向が未だ不確定の生徒に対して
注意して指導を行う。
○今後は就職先・進学先が決定する３年生が増え
てくるため、それらの生徒に緩みが生じ他の生徒
への悪影響が出ないよう指導していく。
○模試結果として目標としている数値に達成して
いない状況を変えるため各教科内で模試結果分
析・個別指導等充実する。

○授業内容や授業展開を工夫し、生徒の
理解度を高める。

○環境改善や校内美化に対する意識を高
める。

○26年12月末現在(Ｈ25年同期比)電力使用量
7.2％減　可燃ゴミ排出量 5.2％減.
○教室のゴミの分別はできているが、選択教室は
不十分である。
○夏季のエアコンについて、使用規程を徹底する
必要がある。

○電気使用量の25年度比１％減（26年度から３年
間で５％減）、可燃ゴミ排出量の25年度比３％減
（26年度から３年間で10％減）を達成する。

○ゴミの分別を徹底する。

○ゴミの分別・減量、電力削減に対する意義を理解させる
ように、啓発していく。
○年度当初に、ゴミの分別ルールを生徒に分かりやすく説
明する。
○個人ロッカーの使い方について個別に指導する。

○ゴミの分別の意識は高く、徹底とまではいかな
いまでも大体守られている。
○毎週の環境委員によるゴミの分別状況の確認や
計量作業の取組は非常に円滑に行われており、ク
ラスから出るゴミの分別状況も次第に改善されて
きている。
○一方でトイレや選択教室、体育館などの共有ス
ペースの分別状況はまだまだ不十分であり、生徒
一人一人のさらなる意識の向上が望まれる。

Ｂ

評価 改善方策

１．基本的生活習慣・
　　心身の健康管理の
　　確立

○挨拶の励行、服装・清掃指導等を通し
て、人間性やコミュニケーション能力を
高め、けじめある生活態度を育成する。

○自他を愛し、人権を尊重する意識を高
める。

○生徒指導に対して、教職員の共通理解が不足し
ており、指導にかなり差が見られた。
○遅刻・欠席の多い生徒に対する指導は、学年・
生徒部・保健部などでよく連携がとれ、早めの指
導が行われている。
○挨拶は気持ちよく出来ている。服装もきちんと
整えている。
○相変わらずチャイム後に教科書等をロッカーに
取りに行く姿が見受けられた。
○人権教育ＬＨＲでの話し合いが、学校生活の
色々な場での実践になかなか繋がっていない。

○頭髪服装の違反者・遅刻者が減少する。

○生徒同士、生徒・教員間の挨拶が日常的に行わ
れる。

○学習時間を含め、一日の規則正しい生活習慣が
確立する。

○自分と他者とのより良い関係について考え、自
他を大切にする意識が高まる。

○常日頃から教職員全員で共通理解の下で、「見てすぐ注
意・指導」を実践する。
○自然なコミュニケーションとしての挨拶・礼儀・態度が
身につくように継続して指導していく。
○今後も５分前行動を継続していく。
○生活時間調査を定期的に行い随時指導していく。
○より良い人間関係を築くためのソーシャルスキルトレー
ニングの実施を検討する。
○人権教育ＬＨＲだけで終わらせるのでなく、常日頃から
学校生活の問題点について考えさせるようにする。

○頭髪服装に関する違反者はほとんどなく、全体
的に守れている。遅刻に関しても、概ね守られて
いる。
○校内での挨拶の状況は非常に良くほとんどの生
徒が挨拶はできているが、校外ではあまり出来て
いない。
○１、２年生でコミュニケーションLHRを実施し、
生徒一人ひとりが自己理解・他者理解を深めると
同時に、人間関係を円滑にするためのスキル(技
術)を学んだ。

Ａ

○頭髪服装の違反者や遅刻者に対しては、保護者
とも連携を図り指導にあたる。
○LHRなどを通して学んだソーシャルスキルを学校
生活でも生かせるよう、日常の生徒との関わりや
教育相談活動でのアドバイスに取り入れる。
○中だるみ傾向が見られたので５分前行動やチャ
イムと同時に授業を始めることを再徹底する。

　　　　　　　　　　校訓　「文武両道」「質実剛健」
　・県トップレベルの実績を持つ部活動を維持育成し、学校内外に活力ある境高を発信する。
　・地域のボランティア活動に積極的に参加する。また、部活動参加をオープンにし、地域の生徒の指導にあたる。
　・生活指導と併進して教育活動をさらに活性化する。・学校生活の基盤である良好な人間関係を育成し、家庭と連携して生徒の指導にあたる。

年　　　　　　　度　　　　　　　当　　　　　　　初 評　価　結　果（２７年９月末現在）　　　
評価項目 評価の具体項目 現状（２６年度の実績から） 目標（２７年度の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況

平　成  ２７  年　度　　自　己　評　価　表　　（中間評価）　　
鳥取県立境高等学校　　　　　

中長期目標
（学校ビジョン）

２１世紀に生きる社会人として、生きる力と豊かな人間性を育成する。

・多様な生徒に応じた教育課程・クラス編成等により、学力の向上と進路を実現する。
・切磋琢磨し、自己の多様な能力・適性を発見して才能の開花を図る
・地域に信頼され、地域の期待に応え、地域を支える学校づくりをすすめる。

今年度の
重点目標

１．基本的生活習慣・心身の健康管理の確立

　・挨拶の励行と掃除等の取組み指導（声かけ等）を通して、人間性やコミュニケーション能力を高め、けじめある生活態度を育成する。
　・特にＳＨＲ時の担任の話を大切にする。・様々な教育活動の中で、自他を愛し、人権を尊重する意識を高め育む。

２．学力向上による進路の実現

　・授業の大切さ（学ぶことの大切さ）と進路保障、特に授業参観等で各教科の授業研究を進める。
　・目的別クラス編成を軸にした授業内容や展開方法を工夫し、生徒が理解しやすい指導を行う。
　・明確な進路意識を持たせ、３年間を見通した指導を行う。

３．部活動などの教育活動の振興


